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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 令和５年度第３回長岡市障害者自立支援協議会 

２ 開催日時 
令和6年3月22日（金曜日） 

午後1時30分から午後2時30分まで 

３ 開催場所 長岡市社会福祉センタートモシア ３階 多目的ホール 

４ 出席者名 

（委 員） 坂橋 智之   会長    大﨑 良彦     副会長 

      池野 宏子   委員     井田 智子   委員 

      桑原  拓   委員    小林 由香    委員 

       近藤 哲雄   委員    鈴木 陽子      委員 

    中川 よし枝  委員       穂苅 友紀兒   委員 

宮下 由加里   委員    吉岡 祐司     委員 

八子 円    委員（代理：地域福祉課長 金子弘） 

 

（事務局） 子ども家庭センター所長 

福祉課長、福祉課長補佐 

      福祉課障害者基幹相談支援センター長 

      福祉課障害支援係長、障害活動係長 

      ほか関係職員 

      越路ハイム地域生活支援センター 

      障がい者支援センターあさひ 

障害者相談支援センターとちお 

相談支援センターふかさわ 

相談支援センターふかさわ分室サンスマイル 

   

５ 欠席者名 
太田大輔 委員、小田島奈緒子 委員、菊入恵一 委員、佐々木則子 委員 

鈴木裕平 委員、髙橋秋美 委員 

５ 議題 

（１）専門部会の報告 

（２）今年度の自立支援協議会の振り返り 

（３）第７期長岡市障害者基本計画・障害福祉計画及び 

第３期障害児福祉計画の策定について 

（４）各団体からの情報共有について 
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６ 審議の内容 

発言者 内   容 

福祉課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者基幹相談支

援センター長 

 

 

 

 

坂橋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂橋会長 

 

本日の自立支援協議会でございますが、年度末締めの協議会でございます。 

今年度は振り返ると、大きなことがございました。 

第 7 期長岡市障害者基本計画、障害福祉計画及び第 3 期障害児福祉計画の策定

とに当たりまして、自立支援協議会の皆様には大変なご尽力を賜りました。 

また、先月の 12 月から地域生活拠点事業が新たにスタートしております。これ

も自立支援協議会の多大なるご尽力、力添えあってのことと考えております。 

この場をお借りしましてお礼申し上げます。ありがとうございます。 

新潟県の自立支援協議会の委員に今年あたっておりまして、昨日会議に出て参

りました。その場で感じたことですが、県下の自立支援協議会において、長岡市

の自立支援協議会が抱えてることと、同様の課題を、県の自立支援協議会で抱え

てるということがわかりました。各市の取り組み等を会議でいろいろと聞かせて

もらう中で、長岡市の自立支援協議会は県内において、よく動いており、動きが

具体化してるなと私は感じました。それもこれも皆さんからいただいた力の賜物

と考えております。 

また来年度に向けまして、さらなる力添えを賜りますよう、この場をお借りし

まして、お願いを申し上げます。ありがとうございます。 

 

それではこれより令和 5 年度第 3 回長岡市障害者自立支援協議会を開会いたしま

す。 

協議会の開催要領第六条第 1 項の規定により協議会の会長は議長となるとされて

いますので、これ以降の議事進行は坂橋会長からお願いいたします。 

坂橋会長よろしくお願いします。 

 

次第に沿って進めさせていただきます。 

次第２、専門部会の報告 

質問は全ての報告が終わってから聞かせていただきます。 

 ・相談体制部会        （資料№１により説明） 

・就労部会          （資料№２により説明） 

 ・地域づくり部会       （資料№３-１，３－２により説明） 

 ・サービス受け皿検討部会   （資料№４により説明） 

・精神障害にも対応した地域包括ケアシステム協議の場 

（資料№５－１、５－２により説明） 

  

全体を通しての質問や意見等をお受けしたいと思います。 

それでは専門部会の報告終わりましたが各部会に関して、質問を受け付けさせて



3 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

福祉課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂橋会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

坂橋会長 

 

 

事務局 

 

坂橋会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

もらいます。 

 

ひきこもりの問題について、市町村での取り組み事項に、新しい精神保健福祉

法に規定されていると思います。ひきこもりの問題が地域課題として扱われてい

るのかいないのかそれをどのように位置付けているのか教えてください。 

 

確かにご指摘通り、昨今、大きな社会的な課題でございまして。 

これはもう皆さんの新聞報道で既にご存知かもしれませんが、長岡市の福祉課の

中の組織で、ひきこもり相談支援室という組織を新たに 4月から立ち上げます。 

そちらの方で長岡市の方でも、ひきこもり支援相談及び支援に本腰を入れて取り

組むつもりで今考えております。 

自立支援協議会の中では、課題として取り上げるっていうことは今のところ考

えていません。主として、ひきこもりの相談及び支援の方に、新年度から取り組

むつもりで、今現在動きつつあります。 

 

資料№3－2のところですが、地域作りの拠点の関係です。 

まず緊急時の受け入れ対応の①のところで登録者 4名となっていますが、この 4

名というのは、全て受け入れ短期入所事業所が決まってる方という理解で良いの

か、それとは全く別の予定なのか教えてください。 

 

登録者 4 名というのは短期事業所はもう全て決定して使えるよという準備が整

った方のことです。 

 

今度②のところですが、緊急時のこのマッチングの対応の事業所が短期入所事

業所が 13事業所あるということだと思いますが、これは公開されていますか。 

 

公開されております。 

 

公開されているということですね。わかりました。 

質問ですが、マッチング作業という中で、私個人的には非常に難航するケースも

あるだろうなというふうに思っていますが、どのようになっているのかと、あと

合わせて、次は難航したケースというのは今後どういった形で進めているのかな

っていうところを教えていただけたらと思います。 

 

マッチングに関してですが、計画相談支援事業所の担当の方場所として、マッ

チングの方に動いているというところですが。確かに非常に難航しているという

ところが現状です。 
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坂橋会長 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉課長 

 

 

 

 

 

 

計画相談や体験の場はお断りはしないということでスタートしていますが、

中々進んでないのが現状になっています。 

今後についてですが、短期入所事業所に出向いて緊急時に対応していただくと

いうような形でさせてもらっています。制度の枠を広げながら、次年度は逆に家

に行くのではなく、家に来てもらえるサービスについて検討を広げていくことで、

拠点のマッチング者を増やしていくという方向にしていくことを検討しておりま

す。 

 

わかりました。ありがとうございました。 

 

資料№4サービス受け皿検討部会について聞かせてください。 

今年度非常に精力的に強度行動障害の問題について取り組んでくださり、すご

く嬉しく、ありがたいと思ってるところです。そして支援者側の勉強もすごく一

生懸命やられています。強度行動障害の問題に関して、課題だと今で思っていま

したが、どうされているか教えてください。 

強度行動障害の方が行く場所が長岡市にはない状態です。新潟市の太陽福祉会が

やってる施設というのが、県内唯一ありますが、入所者が 100 人待ちという状況

でなかなかそういう人達を受け入れる場所がなく、困ってる人が大勢います。 

自立支援協議会は、そういう受け入れとしての施設に関わっていくのか、どの

ような形。方向を持ってるのか教えてください。 

 

今ご指摘の話というのは、いわゆる強度行動障害が重い方が、入所、或いはど

ういう形で施設入所できるのか。行動障害が重い方が、入所できるような施設の

推進というか、施設作りみたいなところに関われるかというご質問でしょうか。 

自立支援協議会の中に、今その動いているサービス受け皿検討部会の中では、

そのような発想はあまりない状況ですが、今、国の大きな流れも基本的には地域

の中で、そういう方も暮らしていけるような流れがあるので、自立支援協議会の

中で施設作りに向けて動いてるというようなことは、今のところは無いです。 

 

補足させていただきます。サービスを提供する側のスキルアップ等研修募集を

行っています。直接住まいを増やすような動きには実は直結していないのが現状

で、私が昨日、出席して参りました県の方の自立支援協議会の中でも、障害者の

住まいということに関しては話題として、別の委員の方からも、障害者のこれか

らの住まいは、どうなるんだということで、そういったご意見が出ております。

県の自立支援協議会の中でも、中々自立支援協議会が直接の手を下すということ

よりはむしろ側面的な支援をどうしましょうか。そういったことで、支援してい

こうというような答えしか返せなかったという状況です。 
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坂橋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂橋会長 

 

事務局 

 

坂橋会長 

 

 

福祉課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そういうことでご理解いただきたいと思いますが、ただ何もこれ我々そういっ

た努力とか支援、放棄してる訳ではなくて、我々の尽くしていくべき手を尽くし

ていかなければならないという覚悟をしております。 

ご理解いただければと思います。 

 

私が事業所の立場で、代表で話す訳ではありませんが、桜花園は知的障害の方

の施設ですので強度行動障害の方が沢山いらっしゃいます。ただ、待機者が今非

常に少ない状態が続いてます。先ほどお話ありましたけれども、重度の方も地域

でという流れがありますが、ただ一方で、今回の講習会を見てますと、やはり施

設でなければ生活が充分できないという方に対しては、施設は重要ですよってい

うところも、方向性も出てるのかなというふうに思ってます。 

事業所としましては、やはり専門性を高めていかなくてはいけないのかなとい

うのは考えておりますので、またそういったご意見をいただきながら、また行政

等々の相談の方とも協力しながら、本当に必要な方が受けられるような、事業所

にしていかなければいけないなというふうに感じました。 

 

次第 3 今年度の自立支援協議会の振り返りに進ませてもらいます。 

 

資料№6について説明 

 

次第 4 第 7 期長岡市障害者基本計画、障害福祉計画、第 3期障害児福祉計画の

策定について 

 

第 7 期長岡市障害者基本計画、障害福祉計画、第 3 期障害児福祉計画の策定に

ついて、策定の作業を終えましたので、状況についてご報告させていただきます。 

まず初めに本計画の策定におきまして、自立支援協議会の皆様からは、各部会等

において熱心にご検討いただきまして、誠にありがとうございました。 

本計画については、先月になりますけれども、2 月 22 日に開催した第 4 回長岡

市障害者施策推進協議会におきまして、ご承認をいただいております。 

そして、市役所内部の事務手続きを経まして、このように完成いたしましたので、

ご報告いたします。 

今後の予定ですけども、本計画は議会に報告することが義務付られております

ので、現在、開会しております長岡市議会 3 月定例会の最終日、3 月 27 日になり

ますけども、長岡市議会に報告する予定となっております。 

4 月以降の予定としましては、本計画をホームページにアップして公表すること

と、後また同じく 4 月に入ってからになる予定ですが、策定にご尽力いただきま

した障害者施策推進協議会並びに自立支援協議会の委員の皆様に計画の製本をさ
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坂橋会長 

 

 

坂橋会長 

 

 

 

 

 

 

 

障害者基幹相談支

援センター長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大崎副会長 

 

 

 

せていただきまして、それをお配りしたいと考えております。 

改めまして、自立支援協議会の皆様から熱心にご検討いただきまして、完成する

ことができました。ありがとうございました。 

報告は以上になります。 

 

内容については、事前にやりとりさせていただき、していただいた内容ですし、

後それを踏まえて、今後のスケジュールということでご報告いただきました。 

 

次第 5 各団体の情報共有です。 

事前の連絡で特にいただいたものございませんが、何かこの場で皆さんの方か

ら是非今後は、そういうことがあればお聞かせください。 

 

（意見等なし） 

以上で予定しておりました議題終了しました。 

進行の方戻させていただきます。柴野センター長よろしくお願いいたします。 

 

坂橋会長ありがとうございました。 

最後、次第 6 その他になります。委員の改選についてです。 

本協議会における委員の任期の方は 3 年としております。それで今年度が最後

の年になります。 

皆様からはお忙しい中、委員としてご参加いただきまして誠にありがとうござ

いました。 

皆様からいただいたご意見をできる限り施策の方に反映できるように努力して参

りますのでよろしくお願いいたします。 

なお来年度以降につきましては、今後改めて各団体の皆様に対して、推薦依頼を

する予定であります。 

また、このメンバーでお集まりいただくことも本日で最後になりますので皆様

の方から、何かご意見等これだけはというものがございますでしょうか。 

大丈夫でしょうか。そうしましたら、本協議会の会長、副会長の方から一言ずつ

いただければと考えております。 

まず大崎副会長の方から一言いただけますでしょうか。 

 

今回、任期は 3年ということで、任期途中で副会長をやらせていただきました。

3年前、初めて協議会参加させていただいて、分野が違う部会の話があると、ここ

で知ったような顔で頷てるんですけど、本当はそうだったんだなんていうことが

本当多々ありました。 

当委員会の皆さんもそれぞれ丁寧に説明していただきまして本当に勉強になっ
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坂橋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者基幹相談支

援センター長 

 

 

 

 

た部分も、多かったと思います。 

協議会自体も、この長岡市の福祉という面から見てもすごい重要な機関に年々な

ってきてるなという感じを実感します。 

これから任期が終わって、来年度からどんな関わりができるかわかりませんけど

も、これからも協議会の方に何かできることがあれば、一緒に長岡市の福祉のた

めに、ご尽力できたらなと思っております。 

どうもありがとうございました。 

 

2 年間お世話になりました大変勉強させていただきました。 

その中でこの 2 年間結構動きのあった長岡市、自立支援協議会の関係だとは思い

ます。 

一番印象に残ってるのは、昨年度の最後ですね。ある委員の方からお話があっ

た利用者がどう思ってるのかというところ利用者の評価はどうなんだっていうと

ころを常に意識しながら仕事をしていかなければいけない気がすごく私の中では

残ってます。 

私の印象でしかありませんが、この部会に参加されてる方だとか、事務局の方

も含めてですが、この会議に出てる方も含めて、皆さん官民というか、そういっ

た垣根を乗り越えた。あと官の中でも、それぞれの立場もあって、民の中でもそ

ういった立場、法人や事業所がある中で、そこの垣根を越えて、ここでやられて

いる印象を持ってました。ただこれからだと思いますが、この関係性をどうこれ

から広げていくかということと合わせて、これは私共の問題になりますが、事業

所やその団体の中で決定権のあるところに、こういった意見をどれだけ上げてい

くところが、まだまだ遅れている状況だと思います。そういったところを、力を

合わせて円滑にさせていきたいと思っています。 

繰り返しになりますが、いろいろ勉強になりましてありがとうございました。 

 

ありがとうございました。 

本日で皆様任期の方は終了となりますが、重ね重ねありがとうございました。 

大変参考になりました。ありがとうございました。 

予定しておりました議題は以上となります。 

以上をもちまして第 3回長岡市障害者自立支援協議会を閉会いたします。 

本日はお忙しい中、ご出席いただきまして、誠にありがとうございました。 

（会長の署名欄） 

 

 

 


